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座標とは

「点の位置」を「数（の組）」によって表すこと
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直線の座標（数直線）
数直線 各点に実数を対応させた直線のこと

• 直線上に原点 Oと単位点 Eを決める．
• 0を Oに，1を Eに対応させる．
• 一般の実数 aについては，
線分 OEの長さと原点からの距離の比が 1 : |a|となる点を求め，
◦ a > 0ならば，Oに関して Eと同じ側の点に，
◦ a < 0ならば，Oに関して Eと反対側の点に，aと対応させる．
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平面の座標（座標平面）
• 平面上に原点 Oと，Oで垂直に交わる2つの数直線 !1, !2 を定める．
• 平面上の点 Pに対し，
◦ Pから 2つの数直線に垂線を下ろし，交点をそれぞれ P1,P2 とする．
◦ P1,P2 は数直線上の点なので，対応する数 a1, a2 が定まる．
◦ この数の組 (a1, a2)を点 Pと対応させる．
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座標系
• 点の座標とは，点自身に元々備わっているものではない．
◦ 直線の場合は，原点 Oと単位点 Eを，
◦ 平面の場合は，原点 Oと 2つの数直線（つまり，３点 O,E1,E2）を
定めることにより，点と座標との対応規則が決まる．

• 座標を定める規則のことを座標系という．

• 上で述べた平面の座標系のことを「直交座標系」という．
• その他にも，「斜交座標系」「極座標系」などがある．
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